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Meciilinamは グ ラム陰 性 桿 菌,と くに腸 内 細 菌 に 強

い 抗 菌 力 を 持 つpenicillanicacid誘 導 体 で あ る1)2)3)。

私 ど もは 最 近 臨床 材 料 か ら分 離 した数 種 の病 原 細 菌 につ

い て,本 剤 の 抗 菌 力 を測 定 し,ま た 一部 の菌 株 につ い て

は,本 剤 とAmpicillin(ABPC),AmoxiciUin(AMPC)

の 抗 菌 力 を 比較 した の で 報 告 す る。

1.　実 験 材 料 と 方 法

1) 供 試 菌 株

1975年 に 順 天 堂 医 院 中央 臨 床 検 査 室 で,各 種 臨 床 材 料

か ら分 離 したE. coli, Klebsiella, Enterobacter, proteus

mirabilis, Proteus vulgaris, Proteus morganii, Acineto-

bacter, Haemophilus influenzae, Streptococcus faecalis

を供 試 した 。

2) MIC測 定 法

H.influenzae以 外 の 菌 種 は,TrypticaseSoyBroth

(BBL)で 約18時 間 培 養 し,ほ ぼ108/mlお よび106/mI

の 菌液 に な る よ うに,Trypticase Soy Brothで 希釈 し,

これ を タ イ ピ ン グア パ ラー ツ を 用 い て 感 受 性 測 定 用 培

地 に 接種 した 。H.influemaeの 場 合 は,5%に ヒツ ジ

脱 線 維 素 血 液 をTrypticase Soy Brothに 加 え て 加 熱

し,ザ イ ツ浜 過 器 で炉 過 滅 菌 した チ ヨコ レー トブ イ ヨ ン

に約18時 間培 養 し,こ れ か ら108/mlお よび106/ml菌 液

を 作 製 した。

感 受 性 測 定 用培 地 はStrept.faecalisで は5%に ヒツ ジ

脱 線 維 素 血 液 を 加 え たHeart Infusion Agar(栄 研),H.

influenzaeで は これ を チ ヨ コ レー ト寒 天 と した もの,そ

の他 の菌 で はHeart Infusion Agarを 用 い た。 そ して

薬 剤 の濃 度 段 階 は200μg/mlよ り2倍 希 釈 濃 度 と し,培

養時 間,判 定 は化 学 療 法 学 会 標 準 法 に従 った 。

な お 対照 に用 い たStaph.mms 209P株 のMecillin-

am,ABPC,AMPC感 受 性 は,108/mlと106/mlの 菌 液

を用 い た場 合 次 の よ うで あ った 。Mecillinamで は25μg/

ml(108/ml),12.5μg(106/ml),ABPCで は ≦0.10μg/

ml(108/ml),≦0.10μg/ml(106/ml),AMPCで は0.78

μg/ml(108/ml),≦0.10μg/ml(106/ml)で あ った 。

2.　実 験 結 果

1) 接 種 菌 量 とMecillinam感 受 性

Tabie 1に 示 した よ う に,Strept.faecalisとH.in-

fluemmで は接 種 菌 量 に よ ってMICに それ ほ ど大 きな

差 は認 め られ ず,Acinetobacterで は 前2者 に比 べ る と,

106/ml菌 液 でMICが1/2以 下 に な る菌 株 が 多 いが,腸

内細 菌 で は108/mi菌 液 と比 べて106/ml菌 液 でMICが

著 し く小 さ くな る菌 株が 多 い 。

2) MeciilinamとABPC,AMPCの 抗 菌 力 の比 較

(1) E.coli

E.coli 54株 に 対 す る3剤 の抗 菌 力 を,接 種 菌液 を108/

mlと した 場 合 と106/mlの 場 合 をTable 2に 示 したが,

ABPC,AMPCで はMecillinamの 場 合 の よ うに,接

種 菌量 に よ るMICの 差 は 大 き くない 。106/mi菌 液 を

用 い た場 合 のMeciilinamとABPC,AMPCのMIC

の 相 関 をFig.1に 示 し た。MeciiiinamはABPC,

AMPCに 比 べ 強 い 抗 菌 力 を もつ こ と は 明 らか で,

ABPC,AMPCのMICが ≧200μg/mlの 菌 株 に対 して

も,Meciilinamの 抗 菌 力 は か な り 強 く,そ の60%以 上

がMecillinamの12.5μg/mi以 下 で発 育を 阻 止 され た 。

な おFig.1に み られ るよ う に,ABPCのMIC12.5

μg/ml以 下 の 株,AMPCのMIC100μg/mi以 下 の 株

は,す べ てMecillinamの0.39μg/ml以 下 で発 育 を 阻

止 され た 。

これ ら54株 のE,coliの 材 料 別 のMecillinam,ABPC

感 受 性 はTabie 3,4の ご と く,尿,咽 頭 粘液,膿 ・分 泌

物 か らのE.coliにABPC高 耐 性 株 が 多 いが,Mecilli-

namの 場 合 は,材 料 に よ る差 は著 明 で は ない 。

(2) Klebsiella

Klebsiella54株 に対 す る3剤 の抗 菌 力 をTable 5に,

106/ml菌 液 を 用 い た 場 合 のMeciilinamとABPC,

AMPCのMICの 相 関 をFig.2に 示 した 。E.coliの

場 合 と同 様 にABPC,AMPCで は 菌 量 に よ るMICの

変 動 は比 較 的 少 な い 。106/ml菌 液 の 場 合 のMICで み

る と,ABPC,AMPCに 比 べ る とMeciliinamの 抗 菌 力
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Table 1 Influence of inoculum size on MIC of Mecillinam

Table 2 Drug-susceptibility of 54 strains of E. coil
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Fig. 1 Correlation of MICs of E. coli between Mecillinam and Ampicillin or Amoxicillin

Table 3 Mecillinam-susceptibility of E. coli isolated from various clinical materials

Table 4 Ampicillin-susceptibility of E. coli isolated from various clinical materials
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は強 く,ABPC,AMPCに 高 耐 性 の菌 株 の 多 くが,Me.

ciilinamの12.5μg/mlで 発 育 を阻 止 され た。

(3) Enterobacter

29株 に 対す る3剤 の抗 菌 力 はTable 6に,106/ml菌

液 を 用 い た 場 合 のMeciliinamとABPC,AMPCの

MICの 相 関 はFig.3に 示 し た 。ABPC,AMPCで は

接種菌 量 に よ るMICの 変 動 は著 明 で はな い 。106/mi

菌液の 場 合 で み る と,MecillinamはABPC,AMPCに

比べて抗 菌 力 は 著 し く強 く,29株 の 殆 どがABPC,AMPC

に耐性 で あ るが,Mecillinamに は大 部 分 が 感 性 と考 え

られ る。

(4) Proteus mirabilis

54株 に 対す る3剤 の抗 菌 力 はTable 7に,106/mＩ 菌

液 を 用 い た 場 合 のMecillinamとABPC,AMPCの

MICの 相 関 はFig.4に 示 した 。ABPC,AMPCで は 接

種 菌 量 に よ るMICの 変 動 は そ れ ほ ど大 き くは な い 。

本 菌 に 対 して は,ABPC,AMPCも 強 い 抗 菌 力 を 持

ち,約70%は 感 性 で あ る 。Meciilinamも 本 菌 に強 い 抗

菌 力 を 持 つが,ABPC,AMPCに 比 べ て と くに強 くは な

い 。

(5) Acinetobacter calcoaceticus

22株 に対 す る3剤 の抗 菌 力 はTable 8に,106/ml菌

液 を 用 い た 場 合 のMecillinamとABPC,AMPCの

MICの 相 関 はFig.5に 示 す ご と くで,3剤 と も本 菌

に 対 して は 抗 菌 力 は 弱 く,MecillinamはABPC,AMPC

に 抗 菌 力 は や や 劣 る 。

(6) Haemophilus influenzae

90株 のMecilinamとABPC感 受 性 はTable9に 示

す ご と くで,ABPCは 本 菌 に 強 い 抗 菌 力 を示 した の に

対 し,Meciliinamの 抗 菌 力 は非 常 に弱 い。

Table 5 Drug-susceptibility of 54 strains of Kiebsiella

Fig. 2 Correlation of MICs of Kiebsiella between Mecillinam and Ampicillin or Amoxicillin
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Table 6 Drug-susceptibility of 29 strains of Enterobacter

Fig. 3 Correlation of MICs of Enterobacter between Mecillinam and Ampicillin or Amoxicillin

Table 7 Drug-susceptibility of 54 strains of Proteus mirabilis
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Fig. 4 Correlation of MICs of Proteus mirabilis between Mecillinam and Ampicillin or Amoxicillin

Table 8 Drug-susceptibility of 22 strains of Acinetobacter calcoaceticus

Fig. 5 Correlation of MICs of Acinetobacter calcoaceticus between Mecillinam and Ampicillin or Amoxicillin
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3.　考 察

Meciiiinamは グ ラム陽 性 球 菌 に は抗 菌力 は比 較 的 弱

く,グ ラム陰 性 桿 菌,と くに 腸 内 細 菌 に 強 い抗 菌力 を持

つ1)2)と い わ れ るの で,私 ど もは腸 内 細 菌 を 中心 と して

本剤 の抗 菌 力 を 測 定 し,同 時 に現 在 腸 内 細 菌 に よ る感 染

に広 く使 用 されて い るABPC,AMPCと そ の 抗 菌力 を

比 較 した 。

感 受 性 測 定 に 当 って,接 種 菌 量 が 少 くな れ ば,MIC

が 小 さ くな る傾 向が 多 くの抗 生 物 質 にみ られ るが,Me-

cillinamの 場 合 に は そ の傾 向 が と くに腸 内 細 菌 で 顕 著 で

あ った 。従 って 本 剤 の場 合 は,感 受 性 測 定 に際 して,通

常 よ り も接 種 菌 量 を少 くす る こ とが 提 案 され て い る 。

私 ど もは1975年 に臨 床 材 料 か ら分 離 したE,coli,Kle-

bsiella, Enterobacter, Proteus(Proteus mirabilis, Pro-

teus vulgaris, Proteus morganii)に つ いてMecillinam

感 受 性 を 測 定 し,ABPC,AMPC感 受 性 と 比 較 した 。

これ ら腸 内 細 菌 に は す で にABPC,AMPC耐 性 菌 が 多 数

存 在 す るが,Mecillinamは 一般 に 強 い 抗 菌 力 を 示 し

た 。 もち ろん 上 記 腸 内細 菌各 菌属 に はMecillinam高 耐

性 菌 が 認 め られ るが,E.coli,Klebsiella, Enterobacter

で は,ABPC,AMPCに 比 べ て 高 耐 性 菌 の 割 合 は 著 し く

少 な い。

同 じ グ ラム陰 性 桿 菌 で も,Pseudomonas,Acinetoba-

cter,H.influenzaeに 対 して 本 剤 は 抗 菌 力 が 弱 い こ

とが 知 られ て い る2)が,私 ど も 本 剤 がAcimtobacteプ,

H.influemaeに 対 し抗 菌力 が 弱 い こ とを 確 か め た。

な お私 ど も はStrept.fmcalisに つ い て もMeciilinam

の抗 菌 力 を 検 査 した が,既 に 報 告 され て い るよ うに2)3),

抗 菌力 は著 し く弱 い。

4.　結 論

私 ど もは1975年 に順 天 堂 医 院 中 央臨 床 検 査 室 で臨 床 材

料 か ら分 離 したE.coli,Klebsiella,Enterobacter,Pro-

teus,Acimtobacter, H. influenzae, Strept. faecalisに 対

す るMeciilinamの 抗 菌 力 を 測 定 し,ABPC,AMPCの

そ れ と比 較 した 。

1) MecillinamのMICは 接 種 菌 量 によ って著 しい

影 響 を う け,106/ml菌 液 を 使 用 す る場 合 に 比 べ,108/

ml菌 液 の 場 合 は,一 般 にMICが 著 し く大 き くな る 。

2) E.coli,Klebsiella,Enterobacter,.Proteusの 腸

内細 菌 に は,Mecillinamは 強 い 抗 菌 作用 を示 し,Aci-

netobacter,H.influenzae, Strept.faecalisに 対 す る抗

菌 力 は弱 い 。
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We tested the antibacterial activity of mecillinam against various pathogens isolated from clinical mate-
rials in Clinical Laboratories of Juntendo University Hospital during 1975. Pathogens we used are E. coli, 
Klebsiella, Enterobacter, Proteus, Acinetobacter, Haemophilus influenzae and Streptococcus faecalis. We also 
compared the antibacterial activity of this drug with ampicillin and amoxicillin.

The minimum inhibitory concentration of mecillinam is much influenced by inoculum size, so we used 
106/ml bacterial suspension for inoculation. This inoculum size is about 1/100 of routinely used size. 

Mecillinam showed strong antibacterial activity against E. coli, Klebsiella, Enterobacter and Proteus and
correlations of activity were not observed between this drug and ampicillin or amoxicillin.

The antibacterial activity of mecillinam against Acinetobacter, Haemophilus influenzae or Streptococcus 

faecalis was rather weak.


